
最新LLM動向：24時間で変わ
るAI技術
AIテクノロジーは⽇々進化しており、特にLLM（⼤規模⾔語モデル）の分野で
は⽬まぐるしい変化が続いています。この24時間だけでも、世界中の主要テ
ック企業から重要な発表が相次ぎました。

本プレゼンテーションでは、xAI、OpenAI、マイクロソフト、Google、富⼠
通といった企業による最新LLM関連の発表を詳しく解説します。これらの技
術⾰新がもたらす可能性と、ビジネスにどのような影響を与えるのかを探り
ます。
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AIと⼀緒に「⾯倒くさい」をひとつでも⼿放す仕
組みを⽇々研究中！
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xAIのGrok：業務統合機能の
強化

Slack連携
チャンネル内の会話履歴を参照し、コンテキストを理解した応
答が可能に

Notion連携
ナレッジベースの情報を活⽤した回答⽣成と知識管理の効率化

Google Drive連携
ドキュメントやスプレッドシートの情報を参照したインテリジ
ェントな応答

xAIは2025年4⽉18⽇、LLMモデル「Grok」にワークスペース連携機能を追加
したことを発表しました。この機能強化により、企業はSlack、Notion、
Google Driveといった主要ツールとGrokを連携させることが可能になりま
す。

この統合により、チーム内のコミュニケーションが円滑化され、分散した情
報へのアクセスが容易になります。また、Grokはこれらのツールに格納され
たデータを参照することで、より⽂脈に沿った精度の⾼い回答を提供できる
ようになりました。



OpenAIの新モデル「o3」と「o4-mini」

論理的推論能⼒
複雑な思考チェーンと⾼度な推論プロセス

バランスの取れたパフォーマンス
処理速度とモデル精度の最適化

効率的なリソース使⽤
o4-miniによる軽量かつ⾼性能な処理

OpenAIは2025年4⽉18⽇、論理的推論能⼒に優れた新モデル「o3」と、その軽量版である「o4-mini」を発表しました。o3モデルは
特に複雑な問題解決において優れたパフォーマンスを発揮し、多段階の推論が必要なタスクを正確に処理できます。

⼀⽅、o4-miniはコンパクトながらも⾼い性能を保持しており、リソースが限られた環境でも効率的に動作します。これにより、より
多くの企業や開発者がハイエンドのAI機能を活⽤できるようになります。OpenAIによると、これらの新モデルは特に科学計算や法的
推論といった専⾨分野での応⽤が期待されています。



マイクロソフトの軽量LLM
「BitNet」

1.58B
パラメータ数

コンパクトながら⾼性能なモデルサ
イズ

4T
トークン学習量

豊富なデータセットによる学習

90%
電⼒削減率

従来モデル⽐での省電⼒性能

マイクロソフトは2025年4⽉18⽇、CPU上でも効率的に動作する軽量LLMモ
デル「BitNet b1.58 2B4T」を発表しました。このモデルの最⼤の特徴は、
GPUなどの⾼性能ハードウェアに依存せず、⼀般的なCPU環境でも⼗分な性
能を発揮できる点です。

BitNetは従来のモデルと⽐較して消費電⼒を⼤幅に削減しつつ、実⽤的な精
度を維持しています。これにより、エッジデバイスでのAI実装やクラウドイ
ンフラのコスト削減が可能になります。マイクロソフトによれば、BitNetは
特に中⼩企業やスタートアップにとって、AI導⼊の敷居を⼤きく下げる技術
になると期待されています。



GoogleのAI「Gemini 2.5 Flash」

Googleは「Gemini 2.5 Flash」を発表し、AIモデルの新しい操作パラダイムを提案しました。このモデルの⾰新的な特徴は、「思考モ
ード」と「⾼速モード」を状況に応じて切り替えることができる点です。これにより、単純なタスクには⾼速モードで迅速に対応
し、複雑な分析が必要な場合には思考モードで深く考察することが可能になります。

この機能によって、企業はコンピューティングリソースを最適化し、AIの運⽤コストを削減できます。また、ユーザー体験の⾯でも、
シンプルな質問には即座に回答し、複雑な質問には⼗分な検討を⾏うという、⼈間の思考プロセスに似た⾃然な対話が実現します。
エンタープライズユースケースでは特に、コストパフォーマンスと応答品質のバランスが向上すると期待されています。

⾼速モード
迅速な応答が必要な⼀般的なタスクに

最適化

思考モード
複雑な分析や深い考察が必要なタスク
に対応

⾃動切替
タスクの複雑さに応じて最適なモード
を選択

コスト最適化
必要に応じたリソース配分でコストパ

フォーマンスを向上



富⼠通のAIトラスト技術と
AKOS AI

AIトラスト技術の開発
富⼠通による透明性と説明可能性を重視したAI基盤技術の確⽴

EU AI規制法への対応
欧州のAI規制に準拠したモデル設計と運⽤フレームワークの構築

AKOS AIサービスの提供開始
規制準拠と⾼性能を両⽴したエンタープライズAIソリューション
の展開

富⼠通は2025年4⽉18⽇、AIトラスト技術を活⽤したAKOS AIがEUのAI規制
法に完全対応したサービスの提供を開始したと発表しました。欧州では厳格
なAI規制が導⼊されており、企業はAIシステムの透明性、説明可能性、公平性
などを確保することが求められています。

富⼠通のAIトラスト技術は、AIの判断プロセスを可視化し、バイアスを検
出‧軽減する機能を備えています。AKOS AIはこれらの技術を統合し、規制要
件を満たしながらも⾼いパフォーマンスを発揮するエンタープライズ向けソ
リューションとして提供されます。グローバル展開を視野に⼊れた富⼠通の
この戦略は、今後規制が強化されると予想される世界市場においても競争優
位性を確⽴すると期待されています。



LLM開発競争の加速と市場動向
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最近のLLM市場では、主要テック企業による開発競争が⼀層激化しています。過去6ヶ⽉間だけでも、OpenAIが12の新機能を発表し、
最も積極的な開発姿勢を⾒せています。GoogleやMicrosoftもそれぞれ9つと7つの新機能を発表し、追随しています。

特に注⽬すべきは、各社がそれぞれ異なる強みを活かした差別化戦略を展開している点です。OpenAIは⾼度な推論能⼒、Googleはモ
ード切替による効率化、マイクロソフトは軽量化と省電⼒、xAIはワークスペース統合、富⼠通は規制対応と信頼性といった独⾃の価
値提案を⾏っています。これらの競争は、LLM技術の急速な進化を促進するとともに、ユーザー企業にとっては選択肢の多様化という
メリットをもたらしています。



LLM技術がもたらすビジネスインパクト
業務効率の⾶躍的向上
xAIのワークスペース統合や軽量モデルの普及により、⽇常業
務の効率化が進み、知識労働者の⽣産性が向上します。特に
情報検索や⽂書作成などの作業時間が⼤幅に短縮されると予
測されています。

イノベーションの加速
OpenAIやGoogleの⾼度な推論能⼒を持つモデルは、研究開
発や創造的作業を⽀援し、新製品‧サービス開発のスピード
を加速させます。これにより、市場投⼊までの時間が短縮さ
れます。

コスト最適化
マイクロソフトのBitNetやGoogleのGemini 2.5 Flashのよう
な効率的なモデルにより、AIの運⽤コストが削減され、中⼩
企業でも⾼度なAI活⽤が可能になります。

規制対応と信頼性の確保
富⼠通のようなAIトラスト技術の進展により、法規制への対
応と同時に、AIシステムの透明性と説明可能性が向上し、ビ
ジネスリスクが軽減されます。

最新のLLM技術は、ビジネスに多⾯的なインパクトをもたらします。企業はこれらの技術を活⽤することで、従来の業務プロセスを
根本から⾒直し、競争優位性を確⽴することが可能になります。特に注⽬すべきは、LLMが単なる効率化ツールから、戦略的意思決
定や創造的プロセスをサポートする「思考パートナー」へと進化している点です。

今後は、これらの技術を効果的に導⼊し、⾃社のビジネスモデルや組織⽂化に統合できる企業が、デジタルトランスフォーメーショ
ンを成功させ、市場での地位を強化できるでしょう。企業は各社の特徴を理解し、⾃社の⽬的に最適なLLMソリューションを選択す
ることが重要になります。


